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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

１
月
21
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
港
区
港
晴
）　
　

定
員　

15
人

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
臨
床
学
術
部
講
師
団
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク

三
島
・
北
大
阪
地
区
合
同

日
時　

１
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場　

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

　
　
　

 

（
Ｊ
Ｒ 

「
高
槻
」
駅
徒
歩
７
分
、
阪
急
京
都
線
「
高

槻
市
」
駅
徒
歩
７
分
）　
　

定
員　

50
人

講
師　

白
川
善
純
氏
（
う
え
だ
下
田
部
病
院
勤
務
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
科
か
ら
見
た
誤
嚥
性
肺
炎
―
医
科
歯
科
連
携
の
視

点
か
ら

パ
ソ
コ
ン
記
帳
講
座

日
時　

１
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30
分

会
場　

 

京
橋
・
弥
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
（
Ｊ
Ｒ
「
京
橋
」
駅

「
南
口
」
を
出
て
右
へ
Ｊ
Ｒ
の
高
架
下
を
く
ぐ
り
徒

歩
３
分
の
「
大
発
ビ
ル
」）　
　

定
員　

25
人

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
税
理
士
・
協
会
顧
問
税
理
士
団
）

会
費　

５
千
円

「
弥
生
会
計
」を
使
っ
た
決
算
準
備

大
阪
市
北
部
・
東
部
・
南
部
地
区
合
同

日
時　

１
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

連
利
隆
氏
（
兵
庫
県
立
柏
原
病
院
歯
科
口
腔
外
科
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

有
病
者
の
歯
科
医
療
―
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
―

１
月
度
生
涯
研
修

日
時　

１
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

林
美
加
子
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

分
子
感
染
制
御
学
講
座
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
を
極
め
る
―
理
論
か
ら

テ
ク
ニ
ッ
ク
お
よ
び
器
材
選
択
の
ヒ
ン
ト
ま
で

北
河
内
地
区

日
時　

１
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
２
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

井
上
美
佐
氏
（
守
口
市
開
業
、
北
原
病
院
院
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

病
気
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治
療
―
血
液
疾
患
及
び

膠
原
病
と
口
腔
内
病
変

社
会
保
障
の
充
実

　

社
会
保
障
制
度
は
名
士

の
恩
恵
・
救
貧
か
ら
始
ま

り
、
労
働
者

相
互
の
共
済

制
度
そ
し
て

国
家
の
強
制

的
な
社
会
保

険
、
更
に
国
家
責
任
を
明

確
に
し
た
社
会
保
障
へ
と

資
本
主
義
経
済
の
進
展
と

共
に
発
展
し
て
き
た
。
こ

の
発
展
に
は
長
い
年
月
を

要
し
、
国
民
の
絶
え
間
な

い
闘
争
や
要
求
活
動
に
よ

り
獲
得
で
き
た
も
の
だ
。

　

社
会
保
障
と
は
、
国
民

が
何
ら
か
の
社
会
的
な
事

故
で
生
活
が
脅
か
さ
れ
た

時
に
、
国
の
責
任
で
所
得

保
障
、
現
物
給
付
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
正
常
な

生
活
が
営
め
る
よ
う
に
す

る
制
度
だ
。
と
こ
ろ
が
近

年
、
政
府
に
よ
る
連
続
の

改
悪
に
よ
り
、
こ
の
機
能

が
急
速
に
失
わ
れ
て
き

た
。
改
悪
は
、
国
の
責
任

で
あ
る
個
人
の
人
権
や
生

存
権
の
保
障
を
無
視
し
、

個
人
の
生
活
面
で
の
自
立

自
助
を
強
要
し
て
い
る
。

生
活
保
護
の
切
り
捨
て
、

労
働
者
の
非
正
規
社
員
へ

の
切
り
替
え
や
賃
金
の
切

り
下
げ
、
ま
た
年
金
の
引

き
下
げ
や
受
益
者
負
担
増

な
ど
に
よ
り
、
社
会
保
障

費
の
負
担
が
国
民
に
襲
い

掛
か
り
、
守
る
べ
き
社
会

保
障
制
度
の
維
持
が
大
き

な
苦
し
み
に
な
っ
て
い

る
。

　

50
年
前
に
な
る
が
憲
法

25
条
は
「
国
家
権
力
の
積

極
的
な
施
策
に
基
づ
き
国

民
に
対
し
て
人
間
た
る
に

値
す
る
生
存
を
保
障
し
、

生
存
権
的
基
本
人
権
の
保

障
に
関
し
て
規
定
し
た
も

の
」「
生
存
権
は
決
し
て

予
算
の
有
無
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
こ
れ
を
指
導

支
配
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
判
決
が
出
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
人
権
や
生

存
権
は
最
優
先
に
保
障
さ

れ
、
財
政
は
そ
の
た
め
に

使
わ
れ
る
べ
き
だ
と
読
み

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

協
会
は
社
会
保
障
改
善

の
た
め
に
、
長
年
に
わ
た

り
運
動
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
の
成
果
が
少
し
ず

つ
目
に
見
え
て
き
た
。
今

ま
で
に
な
い
こ
と
だ
が
、

歯
科
医
療
関
係
の
国
会
質

問
が
増
え
、
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
の
請
願
要
請
に

も
多
く
の
議
員
が
紹
介
議

員
を
買
っ
て
出
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
が
示
す
の
は
、
成

立
が
引
き
延
ば
さ
れ
て
い

た
口
腔
保
健
法
が
昨
年
の

通
常
国
会
で
全
会
一
致
に

よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と

だ
。

　

新
聞
各
紙
の
世
論
調
査

や
政
府
の
調
査
で
、
国
民

の
要
望
と
し
て
常
に
ト
ッ

プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の

は
、「
暮
ら
し
と
生
活
を

守
り
、
社
会
保
障
の
充

実
」
だ
。
今
後
の
根
気
強

い
運
動
が
、
患
者
・
国
民

の
経
済
的
な
生
活
基
盤
を

保
障
し
、
生
き
る
自
由
を

獲
得
し
、
望
む
人
生
を
送

れ
る
社
会
を
築
く
運
動
へ

と
結
び
付
い
て
い
く
よ
う

な
予
感
を
抱
い
て
い
る
。

２
月
度
生
涯

研
修
講
座
抄
録

摂食・嚥下障害患者に対する呼吸ケア
のポイントと呼吸リハビリテーション

石川　朗⎛ ⎞
⎝ ⎠
神戸大学大学院保健学研究科リハ
ビリテーション科学領域准教授　

第９回
理事会

１
．
は
じ
め
に

　

昨
年
８
月
に
日
本
呼
吸
器

学
会
よ
り
、
医
療
・
介
護
関

連
肺
炎
（Nursing and 

Healthcare-associated 
pneumonia

：NHCAP

）
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

た
。こ
の
医
療
・
介
護
関
連
肺

炎
の
発
生
機
序
は
、
誤
嚥
性

肺
炎
の
場
合
が
圧
倒
的
で
あ

る
。
本
講
演
で
は
、
こ
れ
ら

の
肺
炎
の
多
く
を
占
め
る
摂

食
・
嚥
下
障
害
患
者
に
対
し
、

歯
科
医
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
呼
吸
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

と
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

２
．
医
療
・
介
護
関
連
肺
炎

　

医
療
・
介
護
関
連
肺
炎
の

定
義
は
、
①
長
期
療
養
型
病

床
群
も
し
く
は
介
護
施
設
に

入
所
し
て
い
る
（
精
神
病
床

も
含
む
）
②
90
日
以
内
に
病

院
を
退
院
し
た
③
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
、
身
障
者

④
通
院
に
て
継
続
的
に
血
管

内
治
療
（
透
析
、
抗
菌
薬
、

化
学
療
法
、
免
疫
抑
制
薬
等

に
よ
る
治
療
）
を
受
け
て
い

る
―
以
上
の
ど
れ
か
の
状
態

で
発
症
し
た
肺
炎
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
定
義
の

中
で
、
介
護
の
基
準
と
は
限

ら
れ
た
自
分
の
身
の
回
り
こ

と
し
か
で
き
な
い
、
日
中
の

50
％
以
上
を
ベ
ッ
ド
か
椅
子

で
過
ご
す
、
以
上
を
目
安
と

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
摂
食
・
嚥
下
障
害

患
者
に
対
す
る
呼
吸
ケ
ア
と

日
時　

２
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
医

療
・
介
護
関
連
肺
炎
の
予
防

で
あ
る
。

３
．
今
後
の
展
望
と
課
題

　

医
療
と
介
護
の
連
携
の
も

と
で
医
療
・
介
護
・
予
防
等
が

継
続
的
に
確
立
さ
れ
た
体
制

に
は
、
歯
科
医
の
存
在
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余

地
が
な
く
、
積
極
的
な
摂
食

・
嚥
下
障
害
患
者
へ
の
歯
科

医
の
介
入
が
望
ま
れ
る
。
本

講
演
が
、
リ
ス
ク
管
理
も
含

め
た
呼
吸
ケ
ア
と
呼
吸
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
、

多
く
の
歯
科
医
に
と
っ
て
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

協
会
は
２
０
１
１
年
12
月

10
日
に
開
い
た
第
９
回
理
事

会
で
、
夏
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
の
実
現
を
求
め
る
請
願
署

名
」
が
２
万
筆
を
超
え
、
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
署
名
と
合

わ
せ
て
20
万
筆
を
１
７
９
国

会
に
提
出
す
る
な
ど
運
動
が

高
ま
り
、
歯
科
医
療
改
善
の

緊
急
性
が
国
会
議
員
の
中
に

も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
に
確

信
を
持
ち
、
診
療
報
酬
改
定

率
を
め
ぐ
る
政
治
折
衝
が
進

む
年
末
に
向
け
、
首
相
・
厚

労
相
・
財
務
相
な
ど
に
適
時

要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

１
７
９
国
会
に
署
名
提
出

の
紹
介
者
と
な
っ
た
地
元
議

員
は
６
人
（
本
紙
12
月
15
日

付
既
報
）。
予
算
関
連
の
請

願
は
議
員
個
人
で
は
受
け
な

い
と
し
て
い
る
民
主
党
も
２

人
の
議
員
が
協
力
し
、
共
産

党
、
社
民
党
と
合
わ
せ
て
３

会
派
か
ら
国
会
に
提
出
さ
れ

た
。

　

一
方
、
12
月
１
日
の
要
請

で
署
名
を
受
け
取
っ
た
竹
本

直
一
衆
議
院
議
員
は
、
提
出

し
て
い
な
か
っ
た
。

　

協
会
は
年
末
年
始
に
議
員

が
地
元
に
戻
っ
て
い
る
機
会

を
と
ら
え
て
、
大
阪
選
出
の

衆
参
議
員
に
懇
談
の
機
会
を

も
ち
、
患
者
負
担
軽
減
や
診

療
報
酬
引
き
上
げ
を
要
請
し

て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

大
阪
府
、
大
阪
市
に
向
け

た
運
動
で
は
、
ダ
ブ
ル
選
挙

結
果
も
受
け
て
、
府
・
市
へ

働
き
か
け
を
強
め
る
。
12
月

22
日
に
は
恒
例
の
府
と
協
会

の
交
渉
が
あ
り
、
会
員
に
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
歯
科
受
診
と
自

治
体
の
医
療
費
助
成
制
度
の

関
係
が
大
阪
社
保
協
で
も
注

目
さ
れ
て
い
る
。
協
会
と
し

て
助
成
制
度
と
歯
科
受
診
、

口
腔
の
健
康
度
の
関
わ
り
を

調
べ
、
助
成
制
度
拡
大
に
向

け
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
対
策
で

は
、
被
災
者
へ
の
医
療
費
助

成
の
継
続
を
求
め
る
請
願
署

名
に
、
１
０
４
件
か
ら
８
１

４
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ

た
。
宮
城
協
会
に
届
け
て
請

願
に
使
っ
て
も
ら
う
。
被
災

し
な
が
ら
医
療
活
動
を
継
続

し
て
き
た
岩
手
県
立
高
田
病

院
に
医
科
協
会
、
協
同
組
合

と
一
緒
に
携
帯
型
エ
コ
ー
診

断
装
置
を
贈
る
こ
と
に
し

た
。
同
病
院
の
上
野
正
博
医

師
が
、
協
同
組
合
ま
つ
り
で

現
地
の
状
況
を
報
告
し
た
縁

に
よ
る
も
の
。

診
療
報
酬
増
で
要
請
強
め
る

関
係
閣
僚
や
大
阪
選
出
議
員
に
働
き
掛
け

お
知
ら
せ

会費の減免制度
70歳以上は減額　75歳以上は免除
休保・年金の掛け金払い込み中は適用外

　15年以上継続して協会の会員であり、①満70歳以
上の開業医会員の方は会費を減額（5500円→3000
円）②満75歳以上の方は会費を免除となる制度があ
ります。ただし、本人が協会の休業保障制度または
保険医年金制度のいずれかの掛け金払い込み中は対
象外となります。なお、会費免除となった先生方に
は『大阪歯科保険医新聞』のみをお届けし、協会発
行書籍は配布しておりません。ご了承ください。
　本制度のお問い合わせ及び申請は、協会組織部ま
で。

絶
え
間
な
い
運
動
の
成
果


